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雲井遺跡は、昭和62年に市街地再開発事業に伴い発見され疋遺跡です。大小さまざま

な調査を重ね今回の調査が28回目になります。

雲井遺跡は、東西約700m、南北約500mの範臨〈約25万m)fこJR・阪急線を

中央に挟み匹がる遺跡です。六甲山から流れる生田)111こより形成されだ麗状地扇端部に也

置レ、縄文時代から中世に及iS糠合遺跡です。これまでの調査で、縄文時代では早期から

娩期の遺構や遺物が発売されました。近畿地方では縄文時代の良好な遺跡が少ない中よ平

野部での当時の人々の生活を知る費重な資料を提供しています。弥生時代では前期・中期

の遺構や遺物力漕5記されています。特に弥生時代中期後半の方形周溝墓群力検出され、三

ノ宮駅前での発売であることもあり、一躍脚光を浴びる遺跡となりましだ。
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雲雲井遺量患の範髄と調査地点 i



今回の調査は、旭通4了邑市街地再開発事業に伴い実施されるものです。事業地は範囲

が広範であるため、復数回に分けて発掘調査を実施していきます。現在対象とレている調

査面積は、約6.500m
2

ありますが、今回はその内の1区とレて約七 220併を調査

しています。

調査地のいたる所で、焼けだ瓦礁の層とその瓦擦が埋まった穴力曹勢B男っかりました。これ

らの穴には地面を削って造った踏段力取り対けられており、中から昭和のピンや嬬克などが

出土することから第2次世界大戦ι綬垣頭と神戸大空襲で焼けた瓦礁と考えられます。他に調

査地内には携夷弾が地中!こ突き刺さった状態のものもあります。

第1遺構面でlel調査地の西舗で、鎌窟時代の南北方自の流路〈水カザれた痕〕が発売さ

れています。この流路の中からは、弥生時代の土器、サヌ力イト〈石器を作る石〉、飛罵時

代から鎌倉時代までの土器が出土しています。おそらく、この調査地の北側にも弥生時代、

飛曙時代から鎌意時代にかけての遺跡がひろがっているちのと考えられます。

第2遺構面では、奈良時代から平安時代にかけての畑跡が見つかっています。

第3遺構面では、弥生時代中期から古墳時代にかけてι漣構が見つかりました。中でも古境

開党前期¢痩穴生居地2棟カ溌晃されたのは注巴されます。調査地の中尉闘でlel古潤寺代

前期の方形の勤可住居士11:が節子な状態で発売されました。この勤往居祉の規模13:.、 1辺約

4.6mを測り、主柱穴が4本見つかりまレた。南辺の中央には遺物が措てられだ状態、で埋

まった土坑が1基見つかりました。もう1棟の竪穴住窟t止は、第1遺構面の流路に制られ

た方形の竪穴住居です。規模は、 1辺約3.8mを測ります。

まだ、調査地中央東寄りには、南北方向に流れた大きな流路が発見されています。この

大きな流路からち縄文時代から古墳時代後期までの遺物が出土しまレ疋が、弥生時代の遺

物が地較的多く出土レています。

φ今回の調査成果φ
古墳時代前期の竪穴住癌i1l:2棟が今回の調査で確認されまレた。雲井遺跡を特徴づける

弥生時代の周溝墓などの墓域としては未確認ですが、古墳時代前期には集落とレて当地域

力制用されていたこと別電えます。

さらに今回の遺構面の下層に!本弥生時代前期以降の遺跡i力精宝することわ哨明レており、

今後引き続き調査を行なう予定です。
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